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　肝 の 線維化に は 伊東緇胞 （FSC ）の 関与が

推測さ れ 、 線維化 あ る い は瘢痕化組織rc見出

さ れ て い る が n そ の 岡定は容易 で ない
。 われ

わ れ は 1 筋中間径 フ ィ ラ メ ン トの 構成蛋白で

あ る デス ミ γ が ラ ッ ト肝 の FSC に 存在する

こ とを報告 した 。 今回は ラ ッ ｝・　 vaア ル コ ール

を投一与 し実験的 に 肝線維化を作成 し、 特 に 肝

細胞周 囲性線維化に コひ
・
け る FSC の 役割 を検

討 した oFSC は 抗デ ス ミン 抗体を 男 い た 酵

素抗体間接法 に
．
よ り観察 し、 肝 の線維化 は 絶

食下で 1EI 　2 回 ア ル
．
こ：ど
・一一ル を経 口 的に投与 し

て 作成 し 、
コ ン ト rコ・一一ル 群 に は等 カ ロ リ

ー
の

糖液を投与 し・ 経時的 に屠殺 して肝組織 の 検

索 を 行 っ た 。 結果 ：1 肝 小葉 内Fsc 総数は ア

ル コ
ー

ル の 投与 日数 に従 っ て減少 し、 中 心 帯

と門脈 域周 囲 に：著 しい 減少がみ られ た 。 FS

¢ の胞体は や せ 、 細胞
「
突起 は短縮減少 した o

こ れ らの 変化は コ ン ト W　’一ル 群 に もみ られ 允

が 、 ア ル コ
ー

ル 投 」与群 に よ 塾著明で あ っ た 。

FSC の 減少 と肝小 葉内線維化 とは 逆相関 を

示 した 。 結論 竃 ア ル ロ
’− fr の みの 投与 に よ b

肝の 線維化を作成 しえ．だ が 、 FSC 庵非活動

状態 とfi：pl， 本実験条件下 で は線維化 と FS

C との 関連 は少な い もの と考乞 られ た 。

　 ラ ッ ト肝癌発 生前の 肝過形成結節は，ひ と

つ の 前癌性病変と言われ．結節形成時 に癌胎

児性蛋白が産生 されるとの 報告が あ る。 我々

は，結節形成時の ラ ッ ト肝 を用い．免疫組織

化学的に a −fetoprotein（AFP ）陽性細胞を観

察した 。 同時 に オ ート ラジオ グラ フ ィ
ーに て

AFP 陽性細胞 の 細胞増殖活性を測定 し， 発 癌

に おける AFP 陽性細 胞の生物学的意義に つ

い て検討 した 。 方法 ： O，e6 ％ 3’−Me −DAB

を ラ ッ トに 投与 し，12 ・ユ4 ・16遍 羅の 結節形

成を認め る ラッ ト肝 を PLP に て 固定 ， 酵素

抗体法を用 い AFP 陽性細胞の 光顕お よ び電

顕的観察を行 っ た 。 又屠殺前工9・11・3時間

前に
3H −thymidine （iuCj／g ）を 投与 し， 免

疫組織化学にdl］い た同一切片 に て ，
　 di　pping

法に よ る オ ー ト ラ ジ オ グ ラ フ ィ
ーを行 い

，

AFP 陽性細胞の 標識率を求め た。 結果 ：

AFP 陽性細胞は 3種類の 異な る形態 を示 し，

それ ぞ れ 同
一

細胞か らな る fociおよび結節を

形成 した。標識率は， IE．“？ 肝で 2，95 ％，　AFP

陽性 fociおよび結節で， 7，48 ％，ユ9．04％，

21．Ol％ ， 肝癌で 64．0％を示 した 。 結語 ：発

癌後期に認め る AFp 陽性細胞群で 細胞増殖

活性 の 高 い fociお よび結節は，今後発癌母地

として 検討に値するポピ ュ レ
ー

シ ョ ン と思われる。
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